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 第 1 章では、国勢調査をもとに戦前期の女性労働全体における職業婦人の位置づ
けとその変化を分析するとともに、東京における職業婦人に関する調査（４調査）
を比較・検討している。  
 第 2 章では、戦前期における高等女学校卒業生の就職動向について、３時点のデ
ータをもとに分析し、1930 年から 1938 年にかけて都市部を中心に就職率が高まり、
女学校卒業者の「職業婦人化」が進んだことが明らかにされている。  
 第Ⅱ部（第 3 章から第 7 章）では、戦前期に発行された婦人雑誌や新聞における
「職業婦人」イメージをめぐる言説を分析し、その形成と変容について考察してい
る。  
 第 3 章では、『婦人公論』『主婦之友』『婦人倶楽部』の３誌における女性の職業の
登場頻度と記事ジャンルを分析し、３誌に共通した典型的な職業婦人の職業を抽出
している。  
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また、令和元年 12 月 16 日、論文内容とそれに関連した事項について諮問を行った
結果、合格と認めた。  
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